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ものごとの優先順位 
 自分の仕事に責任を持つ事は、とても重要な事。でも、その仕事をするのに自分本位になっていない

だろうか。昨日の帰りの会で話した例は、「６時間目が終わった後に教科連絡を聞きに行く」人がいる

と言う事でした。教科連絡を聞きに行くのは、自分の仕事をしっかりこなすのによい事をしています。

でも、その時間に行くのはどうでしょう？６時間目が終わったら、次は掃除です。そのタイミングで教

科連絡に行っている人は、自分の掃除分担の他の班員に迷惑をかけています。これって、良い行動をし

ているように見えて、実は悪い行動を取ってしまっているのです。 

 昨日、素晴らしい行動が１つ見られました。集配係（○○君、○○君、○○君、○さん）の行動です。

６時間目が終わって教室に行ってみると、教卓の上にはもう配布物が持ってきてありました。きっとそ

れまでのどこかの休み時間を使って持ってきてくれていたんですね。これぞ、本当に責任のある良い行

動です。自分にとって貴重な休み時間を、みんなのために使う。本当に素晴らしい行動です。 

 何をするにも、ものごとには優先順位があります。この順位は、別に校則に書いてあるわけでもあり

ませんし、誰かがこうやれと言うわけでもありません。自分で考えて行動しなくてはいけないものなの

で、非常に人間性が問われます。だから、是非身につけて欲しいですね。ヒントは、『人に迷惑をかけ

る事はしない』ということです。今何をしたらいいのか、考えて行動してみましょう。 

 

手遅れにならないために 
 「まだ３年になって授業が始まったばかり。受験なんてまだまだ先の事。」なんて思っている人がい

たら、もうスタートから出遅れています。今年１年中学校生活が終わった先は、皆さんは何をするのか、

どうなっているのか何も決まっていないのです。「なるようになるさ」なんて、考えてはいけない。自

分の将来は、自分で切り開いていかないと。そこで、昨日はそのヒントをみんなに教えました。今なら

まだ全然手遅れではありません。ぜひ、ヒントを生かして頑張って欲しいです。 

 

 

 

勉強はなるべく毎日少しずつやる。じゃないと

テスト前とか試験前とか絶対に困りそう。好き

な教科ばっかりやってしまうから、苦手な教科

も少しずつやる努力をする。面接が受験にある

から、態度や言葉遣いをちゃんと学んでおこう

と思う。               T. 

まずは生活態度をしっかりすること。いろんな

事に積極的に取り組む。提出物はしっかり出し

て、忘れ物をしない。復習はしっかりする。予

習もしっかりする。毎日少しずつでも勉強する。

目標は高めに設定する。頑張る。   T. 

残りの数ヶ月の間に、自分ができなかった事を

しっかりやって、取り戻していく。生活面では、

今まで以上にしっかりやっていく。   T. 

残りの９ヶ月で、授業に真剣に取り組む事で、

今までの２年間はもう戻らないから、この１年

を大事にする。生活態度を良くして、生活を頑

張る。               K. 


